
（３）協議委員の意見及び改善案（抜粋） 

項目 課題 対応や改善について 

児童・生徒の実態を

捉えたコミュニケー

ション  

様々な問題の原因は、児童・生徒との

コミュニケーションの難しさから、発

生している可能性が高い。 

〇実態を把握する方法の理解（研修・アセ

スメント）  

〇コミュニケーション・モードの理解 

「高等部の生活」に

ついて 

 

制服について 

・夏季のネクタイ・リボン着用 

・標準服という扱いについて 

 

・オールシーズンのズボン・スカート

の採用について 

・体育着の着用について 

 

 

・「茶髪」の表記について 

 

・儀式時の着用について検討していく。 

・今後も標準服とし、購入先や購入方法に

ついても複数提示できるようにする。 

・業者と協議し、検討していく。 

 

・洗濯等の理由で、指定の体育着が着用で

きない場合の対応について、保護者に周知

する。 

・髪の色については、表記しない。 

学校評価 

 

・易しい日本語について 

・高等部生徒用の内容 

・具体的な取り組み 

・電子と紙のハイブリッドの継続 

・分かり易さ、提出し易さ 

・学校評価の保護者意見欄へ回答の反映 

ＳＮＳによる指導 主に高等部での生徒の利用、事故など

に巻き込まれないためにどうするか。 

 

・ＳＮＳ活用の授業促進 

キャリア教育 
ライフキャリア 

小学部から高等部まで、キャリア教育

の実践を行えるとよい。学部を超え

て、系統性をもったキャリア教育の実

施はどうか。 

 

・小学部から、進路説明会の設定 

・日常生活の指導の手引きを活用し、ライ

フキャリアの定着をはかる。 

 

 

５ その他 

学校評価のアンケートの項目、提示の仕方等については、令和６年度の第１回学校運営連絡協議会で協

議を行い、スムーズに学校評価を進め学校経営に生かしていく。 

Ⅷ 学校防災計画と危機管理

１ 危機管理組織

※災害発生時は「羽村特別支援学校危機管理計画」に基づき、迅速に対応する。

２ 防災組織

係 責任者 任   務

本
部

校長 総指揮

副校長 火災状況の確認、避難方法・場所の指示、本部位置設定、児童・生徒の安全

確認経営企画室長

生活指導主任 外部機関への連絡・確認

通
報

副校長 校内通報

経営企画室長 外部機関への連絡・確認、本部連絡

消
火

生活指導部
初期消火（消火栓、消火器を操作する）

消火器具の随時点検、器具操作の熟練

捜
索

小学部
担当クラスの避難後、本部に待機

不明者の報告があれば担任とともに捜索中学部

高等部

非
常
持
出

職員室（副校長）
非常持ち出し書類及び重要物品の安全確認

所在位置確認・表示

本部報告

校長室（副校長）

経営企画室（経営企画室職員）

措
置

防
護

１～３階

（経営企画室職員）

出火合図後、電源遮断、ガス元栓閉鎖、日常の点検

非常口の障害物除去（非常口の整理・開閉点検）

救
護

養護教諭
救急処理、救急車への通報、臨時救護所の設置、本部報告

救急薬品整備・保管

避
難
誘
導
管
理

児
童
・生
徒
の

各学部学級担任

安全かつ敏速に児童・生徒を避難場所に誘導

避難時及び避難場所に到着後、児童・生徒数を確認し、本部に連絡

日常的に安全誘導のための指導を心がけ、集団移動の指導を実践

《火災発生時の初期初動非常措置》

（１）発見者は、あわてずに大声で周囲に火事を知らせる、校内電話による全校放送（内線 911）、付近の非常ベ

ルを押し、経営企画室にも連絡する。出火場所付近の職員は児童・生徒の安全を確保した後、速やかに初

期消火に当たる。

（２）通報係は、校内全員に緊急放送・非常ベル・連呼、消防署（tel:１１９）に通報する。

（３）各学級、学習担任、その他の職員は、警報または号令によって安全かつ迅速に児童・生徒を避難場所へ

誘導する。

校長

副校長・経営企画室長

生活指導主任 各主幹  学部主任養護教諭

生活指導部／教職員（防災組織図による役割分担）
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３ 非常災害時の対応 

（１）非常災害時の避難・誘導

◆教職員は、児童・生徒の安全確保を優先し、非常時に運営される組織での役割を果たす。 
◆災害は、時を選ばない。当然、学習グループ等に分かれている場面での避難誘導もある。従って常に担

当授業の児童・生徒の出席状況を把握する。 
◆学級・グループ等の指導体制については、各学部ともに年度当初に確認、どこで誰が何の活動をしてい

るかを把握する。 
◆点呼、伝達、報告 

学級担任 → 学年主任 → 学部主任 → 生活指導部（本部） → 副校長 → 校長 
① 学級主担任が児童・生徒の点呼を行い、全員集合を確認し、速やかに学年主任に報告する。 
〈在籍者数、集合者数、欠席者数（氏名）〉学年主任が不在の場合は、副学年主任がこれに代わる。 

② 学年主任は、担任からの報告をまとめて生活指導部に報告する。 
③ 副校長は３学部をまとめて校長に報告する。 

 
（２）避難所の設営 

◆本校は災害時において施設の一部を、障害者等を対象とした福祉避難所として利用することについて

羽村市と協定を締結している。本校児童・生徒対象の避難所のほか、必要に応じて所定のスペースを地

域に開放し、羽村市職員と協力して運営に当たる。（福祉避難場所の管理運営は羽村市が行う。） 
◆大規模災害時、東京都教育委員会の支援活動の一環として「災害時帰宅支援ステーション」を開設し、

帰宅困難者の受け入れを行い、水、トイレ及び情報の提供を行う。 
 

４ 日常防災の取組について

（１）防災教育 
◆防災教育推進委員会の活用 

・防災に関する講演会の実施 
・実際に則した防災訓練の計画・実施への助言 
・安全マップの活用 

◆安全指導日 
・登下校時の安全確認と災害時を想定した下校指導 

◆各教科、領域との連携（例） 
・道徳・・・・・生命尊重、自助・共助 
・特別活動・・・学級活動、児童会、生徒会活動での取り組み 
・社会・・・小「地域社会における災害」 中「日本の地域的特色」 高「世界の地形・気候」等 
・体育・保健体育・・小「けがの防止と手当」 中「傷害の防止」 高「応急手当」等 

（２）令和６年度 避難訓練等年間計画（予定）  
 

 
 

４月１７日（水） 避難訓練（地震） ９月１８日（水） 避難訓練（地震） 

４月２２日（月） 不審者対応訓練 １０月４日（金） 総合防災訓練 

５月８日（水） 避難訓練（地震） １１月５日（火） 避難訓練（地震） 

５月１５日（水） 行方不明者対応訓練 １２月１１日（水） 避難訓練（地震・火災） 

５月２１日（火） セーフティ教室 １月１７日（金） 避難訓練（爆破予告） 

５月２８日（火） 交通安全教育 ２月１９日（水） 避難訓練（地震・火災） 

６月１４日（金） 避難訓練（地震） ３月 ５日（水） 避難訓練（地震） 

７月５日（金）６日（土） 宿泊防災訓練   
７月９日（火） 避難訓練（J アラート）   
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